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この文書を読む時間の目安は 8 分です 

この文書の内容 

以下の手順では、LinkedIn ラーニングと Workday LMS の統合プロセスについて説明しま

す。 

 

1. 組織の SAML SSO を設定します (サードパーティの IdP または Workday を使用)。 

 

 

 

2. コンテンツカタログ同期用の LinkedIn ラーニング API キーの  

プロビジョニングを行います。  

 

 

3. Workday Content Cloud を設定します。  

 

 



 

 

 

 

4. 以上で操作は完了です。受講者は、Workday インスタンスを使用して 

LinkedIn ラーニングのコンテンツにアクセスできるようになりました。  

 

 

 

Workday 詳細統合の機能性 

認証: なし 

コンテンツ検索: 自動カタログ同期 (すべての言語) 

レポート: なし 

必須条件: 

  LinkedIn ラーニングおよび Workday の統合には、次のような要件があります。 

• アクティブな Workday LMS インスタンス 

• アクティブな LinkedIn ラーニングアカウント 

• LinkedIn ラーニングの管理者権限 

• Workday LMS インスタンスの管理者権限 

統合の概要 



Workday の統合のメリットと機能については、 こちらをクリックしてください。 

自動コンテンツカタログ同期 

LinkedIn ラーニングライブラリには 14,000 を超えるコースがあり、週に 20～30 のコースが

追加されています。追加料金はかかりません。Workday は、LinkedIn ラーニングコンテンツ

API を使用してこのプロセスを自動化するため、LMS 管理者は定期的に新しいコンテンツパッ

ケージを手作業でアップロードする必要がありません。初回の設定後、Workday はコンテン

ツライブラリを自動的に更新します。これにより、新しい LinkedIn ラーニングコンテンツが

リリースされると、24 時間以内に利用できるようになります。全コンテンツのタイトルと説明

が収集され、インデックスが作成されるため、キーワード検索に対応しており、効率的にコン

テンツを見つけることができます。Workday は、すべての言語のコンテンツライブラリの自

動同期をサポートしています。   

レポート 

Workday で LinkedIn ラーニングプロバイダーを有効にする前に、Workday 内でいくつかの

手順を完了する必要があります。LinkedIn ラーニングサポートでは、これらの手順の操作をサ

ポートすることはできません。LinkedIn のサポートに問い合わせる前に、「Content Cloud

のセットアップ」セクションの内容を実行してください。以下の ISA または「Workday で行

う設定手順」タスクに関するサポートが必要な場合は、 Workday のサポートにお問い合わせ

ください。 

注: 現在 Workday Content Cloud は受講者アクティビティの自動追跡をサポートしていま

せん。受講者は手作業でコースを「完了」とマークする必要があります。 

 

設定 – LinkedIn ラーニングで行う手順 

Workday の詳細統合設定において、LinkedIn ラーニング側で行う手順は以下のとおりです。 

https://www.linkedin.com/help/linkedin/answer/108683
https://signin.resourcecenter.workday.com/


コンテンツカタログ同期のための API キーのプロビジョニング 

Workday で LinkedIn ラーニングコンテンツを同期するには、LinkedIn ラーニングで API キ

ーをプロビジョニングし、Workday 側でコンテンツの同期を完了する必要があります。 

Workday で LinkedIn ラーニングカタログのメタデータを同期するには、まず LinkedIn ラー

ニングの管理設定で API キーをプロビジョニングする必要があります。 

1. ログインした後、 [管理者]  画面が表示されていない場合は、 [管理者ページ] を選

択してから、[プロフィール] > [統合] をクリックします。 

 

2. 左側のナビゲーションメニューから [API 経由でコンテンツとレポートにアクセス] 

を選択します。 

3.  [アプリケーションの追加] をクリックします。 



 

4.  [LinkedIn ラーニング API アプリケーションを追加] 画面で、ラーニングプラット

フォームの名前 (「Workday」など) をアプリケーション名として入力します。 

5. アプリケーションの説明フィールドに、統合のユースケースの簡単な説明を入力し

ます。例えば、「Workday コンテンツカタログの同期」などです。 

6.  [キーを選択] には、[コンテンツ] と [レポート] の 2 つのチェックボックスがあ

り、 [コンテンツ]  を選択します。 

7.  [次へ]  をクリックして、「利用規約」に同意します。 

 



8. 生成されたクライアント ID  とクライアント秘密キーをコピー します。これらの値

は、後述の「Workday で行う手順」セクションで使用します。 

 

設定 - Workday で行う手順 

Workday の詳細統合設定において、Workday 側で行う手順は以下のとおりです。 

Content Cloud のセットアップ 

Workday コミュニティサイトの「ステップ: Content Cloud のセットアップ」に記載されてい

る手順に従ってください。 

https://doc.workday.com/reader/3DMnG~27o049IYFWETFtTQ/2xl1IBGUo4xiO~S4~8

Tddg 

「Configure Content Cloud Provider」タスクにアクセスして LinkedIn ラーニング外部ツー

ルを追加すると、必要なセットアップ作業が完了します。 

Workday で LinkedIn ラーニングプロバイダーを設定するには、以下の手順を実行します。 

https://doc.workday.com/reader/3DMnG~27o049IYFWETFtTQ/2xl1IBGUo4xiO~S4~8Tddg
https://doc.workday.com/reader/3DMnG~27o049IYFWETFtTQ/2xl1IBGUo4xiO~S4~8Tddg


1. Workday の「Configure Content Cloud Provider」タスクから、新しい外部プロ

バイダーの追加を行い、「LinkedIn Learning」を選択します。 

2. 設定画面で、 LinkedIn ラーニングで生成されたクライアント秘密キーとクライア

ントキーを貼り付けます。   

注: キーは正しい順序で貼り付けてください。Workday では、最初にクライアント秘密キーを

入力し、次にクライアントキーを入力します。 

 

3. API キーを取得後、Workday にインポートする LinkedIn ライブラリのサブセクシ

ョンを選択できます。設定を選択し、[OK] をクリックします。 

 



4. タスク「Configure External Content」から、LinkedIn ラーニングコンテンツを

Workday のトピックにマッピングします。指定したトピックがないすべてのコンテ

ンツに使用できるデフォルトのトピックを指定します。 

 

 

5. コースコンテンツのインポートの進行状況を見るには、 [Process Monitor] を表示

します。インポートにかかる時間は、コンテンツによって異なります。 



 

以上で操作は完了です。受講者は Workday インスタンスを使用して LinkedIn ラーニングの

コンテンツにアクセスできるようになりました。 

Workday のトラブルシューティング 

Workday のカスタマーサポートには、こちらからアクセスできます。(注: テクニカルサポー

トを受けるには、Workday のメンバーとしての登録が必要です)。 

お問い合わせ 

LinkedIn ラーニングの設定に関するご意見・ご質問については、専任のカスタマーサクセスマ

ネージャーにお問い合わせください。 

 

https://signin.resourcecenter.workday.com/
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